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○議長（小川 廣康君）  昼食休憩といたします。再開を午後１時ちょうどといたします。 

午前11時52分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 午前に引き続き、市政一般質問を行います。 

 ７番、船越洋一君。 

○議員（７番 船越 洋一君）  清風会の船越洋一でございます。 

 さきに通告をしておりました、将来の対馬はどのような島を目指すのかについて、市長並びに

教育長にお伺いをいたします。 

 対馬市では、平成２７年度に、１０年計画で第２次対馬市総合計画が策定され、事業が計画に

基づき進められると思いますが、その中で４つの将来像が掲げられております。まず１つ目が

「ひとづくり」、若者でにぎわう希望の島、２つ目が「なりわいづくり」で地域経済が潤い続け

る島、３つ目が「つながりづくり」で支え合いで自立した島、４つ目が「ふるさとづくり」で自

然と暮らしが共存した島と掲げてあります。 

 その中で、 優先課題として１４項目、具体的な施策として３７項目が示されておりますが、

その中から大きくは３点について、市長の考え方をお伺いをいたします。 

 １点目は「なりわいづくり」で観光客の誘致による活性化、具体的施策として、観光客への発

信・ＰＲの強化、観光客の受け入れ体制の整備、外国人観光客へのきめ細かな対応。 

 ２点目は「つながりづくり」で島内外の移動手段を確保する、具体的施策として、島内の道路

網の整備、島内の公共交通の利便性の向上、島外への交通アクセスの利便性の向上についてであ

りますが、市長も来年度の予算編成に取り組まれると思いますが、ただいま申し上げた具体的な

施策がどのような取り組みをされているのか、また、現状で取り組み状況、今後の課題について

伺います。 

 次に、３点目は教育長に伺います。総合計画の中で、「ふるさとづくり」で歴史・文化を未来

に残すとありますが、具体的施策として、対馬固有の遺産や文化財の保存、活用についてであり

ますが、対馬固有の遺産や文化財の保存については、教育委員会として、当然、後世に残す施策

に取り組まなければならないと思いますが、活用となると、市長部局との連携をとらなければな

らないと思います。どのような取り組みをされているのか、また、お船江の国指定に向けての状

況、広場の整備計画、活用方法等、現状と今後の取り組みについて伺います。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  船越議員の質問にお答えいたします。 
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 「自立と循環の宝の島 対馬」を目指し、平成２８年から３７年までの１０年間に取り組む道

筋を示した第２次対馬市総合計画では、議員御質問の中にもありましたように、４つの将来像を

掲げております。若者でにぎわう希望の島、地域経済が潤い続ける島、支え合いで自立した島、

自然と暮らしが共存した島でございます。その中で、３つの項目に関し、その進捗状況や今後の

課題に対する御質問がありましたのでお答えいたします。 

 まず初めに、将来像であります地域経済が潤い続ける島を実現するための 優先課題の一つと

して、観光客の誘致による活性化という項目についてお答えいたします。 

 この項目では、具体的な施策として、一つ、観光客への発信・ＰＲの強化、２つ目といたしま

して、観光客の受け入れ体制の整備、３つ目として、外国人観光客へのきめ細かな対応を掲げて

おります。 

 観光客への発信・ＰＲの強化では、観光パンフレットやポスター、ホームページ、観光物産展

の開催、さらには福岡事務所や釜山事務所の活動により、自然や歴史、食、特産品など対馬の魅

力を国内外に向けＰＲをしているところでございます。３２年度の目標値として、国内外からの

観光客数を５０万人と設定しておりますが、韓国人観光客の急激な増加により、平成２９年度時

点で６０万４,６１６人となっております。 

 観光客の受け入れ体制の整備では、宿泊施設の誘致やＷｉ癩Ｆｉ案内板の整備、観光ガイドの

養成、各種イベント開催による受け入れ体制整備に取り組んでいるところでございます。目標項

目に対する実績といたしましては、民泊の登録件数は目標を５０件としており、現在３１件の登

録で、修学旅行の受け入れ件数は目標２校に対し、２校、１１７人となっております。 

 外国人観光客へのきめ細やかな対応では、外国語表記によるパンフレットや案内板の整備、宿

泊施設誘致、映像等によるマナー向上に向けた啓発活動を行っており、外国人客に向けた受け入

れ体制の整備に取り組んでいるところでございます。目標項目として、外国人観光客を３０万人

としておりますが、平成２９年度末時点で３５万８,３３７人と、既に目標値を上回っていると

ころでございます。 

 このように、３つの施策においては順調に取り組み、またその成果として、平成３２年度の目

標値を既に超えているものもございますが、さらに上を目指していく上において、総合計画に掲

げております目標項目以外の部分の課題も出てきております。急激に増加する外国人観光客に対

するターミナル施設や宿泊、飲食施設の不足、グレードアップなどの受け入れ体制の整備、レン

タカーや自転車による事故の増加、また、国内客誘致においては、窓口の一本化や体験メニュー

の構築、インターネットによる施設紹介や予約対応などへの要望も高まってきております。 

 市といたしましても、これらの課題に対応するための施策に取り組んでいるところではござい

ますが、市の事業だけではなく、民間事業者の皆様の活力をお借りしなければならない部分もご
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ざいますので、有人国境離島法を初めとするさまざまな制度を活用して、民と官が一体となり、

あるいはそれぞれの立場で取り組んでいかなければならないと思っているところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  いいかな、移動手段。 

○市長（比田勝尚喜君）  申しわけございません。次に、島内外の移動手段の確保についてでござ

いますが、４つの将来像、いずれの挑戦においても、島内外の移動手段の確保はなくてはならな

い重要な発展のための要素と考えております。 

 １０月のＡＮＡダイヤ改正により、それまで就航していたボーイング７３７の５００型機が姿

を消したことで、対馬の空からジェットが消える事態となっております。今までの４便体制から、

プロペラ機のみの５便体制となったことで提供座席数が片道３０席減少しており、曜日と時期に

よっては予約がとりにくい状況であると聞いております。後継のジェット機については、現在の

１,９００メートル滑走路では、ＡＮＡには運航可能機材がなく、Ｑ４００機により運航となっ

ている次第であります。 

 先月の６日には、議長、副議長にも同行していただいて、中村知事に対し、７項目からなる要

望書を提出いたしました。中でも、道路整備の促進、観光客受け入れのための基盤整備とあわせ、

対馬空港施設の整備については詳細に説明し、滑走路延長についても要望しております。今後も、

対馬の空にジェット機の就航について、長崎県初め国土交通省、関係機関、国会議員等に対して

要望活動を強化したいと考えております。 

 続きまして、海路におきましては、ジェットフォイルの更新が課題であると思っております。

事業者からは、高速船では双胴船や三胴船もあるが、日本の海、特に日本海では現行のジェット

フォイルが 適であるとお聞きしております。先日の県に対する要望の際も、中村知事にお願い

しておりますが、壱岐市や五島市、他の地域とともに連携し、議会の協力もいただきながら国に

対し新たな補助スキームの構築を求め、要望してまいりたいと思っております。 

 また、本年７月に運航がかなったビートルの混乗でございますが、利用が低調に推移しており

ます。地元住民が乗っていただいて、初めて継続できる航路でありますので、地元住民に乗って

いただくよう周知に努め、島外からの誘客についても努力したいと思います。加えまして、全航

路において島民の運賃の低減化だけではなく、帰省客や交流人口拡大のためにも、島外客の運賃

低減化に向け、議会と一緒になって国、県への粘り強い要望を続けたいと思います。 

 続きまして、島内の移動手段であります路線バス、市営バスやスクールバス混乗、乗り合いタ

クシー、コミュニティーバスについて、今後、少子高齢化の影響が色濃くなっております。交通

空白地帯がふえないよう新たな地域公共交通の形を模索したいと考えております。そのような中、

昨年度より路線バスの乗降客がふえ、一定の収益改善が見られます。これは、韓国人観光客の乗

降に起因するところが大きいと思われますが、１日乗車券やフリーパスポートによる効果も浸透
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した結果と思われます。 

 議員御指摘のように、一部縦貫線では、釜山厳原間の比田勝港への急な寄港地変更に起因し、

途中のバス停から乗られる対馬市民、特に高齢者の皆様には御迷惑をおかけしていることは承知

しております。対馬市としましては、寄港地の変更を行おうとする国際航路事業者において、代

替バス等の移動手段の確保について対応すべきと考え、３カ月に１度、定期的に開催される比田

勝港・厳原港国際航路運航調整対策会議において、国際航路運行事業者各社に代替交通手段の確

保についてお願いをしているところでございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  船越議員の御質問にお答えします。 

 第２次対馬市総合計画のうち、歴史・文化を未来に残すについてでありますが、文化財の保存

と活用の全般的なことについて御答弁をさせていただきます。 

 多くの貴重な文化財を適正に保存し、後世に伝えることは非常に重要であり、また、その価値

を多くの人に知ってもらい、観光資源や学習資源として活用していくことは、今に生きる私たち

に課せられた重大な使命であると思っております。本市におきましても、史跡や有形、無形の文

化財、天然記念物の保存、活用に努力を重ねているところであります。 

 史跡関係では、特別史跡金田城跡が、昨年度実施した築造１３５０年記念事業や、日本城郭協

会による続１００名城へ認定されたことの効果もあり、島外から多くの方に訪れていただくよう

になりました。 

 対馬藩主宗家墓所等の厳原市街地所在史跡群については、今年度、第１期の整備を終了するこ

とに合わせ、１１月に「厳原の史跡からまちづくりを考える」と題してシンポジウムを開催し、

多くの市民に御参加いただいたところです。 

 そのほか、天然記念物関係では、現在、対州馬の天然記念物指定に向け、関係者に協議をお願

いをしているところです。 

 また、民俗文化財関係では、昨年度、盆踊り調査報告書を刊行し、現在、国指定を目指して文

化庁と協議を行っているところです。 

 文化財の周知、広報については、市報掲載や現地説明会の開催、学校の社会科見学、総合学習

での資料館等の展示解説等、いろいろな機会を捉えて情報発信に努めているところです。ただ、

本市は、県内でも も市域が広く、文化財全体を適正に管理し、十分に活用できているかと言え

ば、必ずしもそうとは言えない状況があります。また、無住の寺社も多く、防犯、防災の面でも

心配な点も多いと感じております。 

 そのほか、総合計画にも取り組むべき課題として記されているとおり、専門性を有する職員の
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確保も重要な課題であります。情報発信の面でも、対馬の文化財の持つ魅力をさらに力強く伝え

ていく工夫が必要であろうと思っております。特に、平成３２年度開館予定の新しい博物館との

緊密な連携と相互協力は、文化財行政を進めていく上で欠かせないと認識をしております。 

 そのほか、標識や案内板の整備、更新も進めていくほか、今回の補正予算に計上しております

文化財の多言語解説システムの導入により、外国人観光客の満足度向上、提供する情報のサービ

ス向上を図ってまいりたいと思っております。課題は多く抱えておりますが、いろいろなところ

と連携しながら、また、平成２９年に策定した対馬市教育振興基本計画に基づき、文化財の保存

継承に、そして対馬市の活性化に寄与するような文化財の活用に努めてまいりたいと思っており

ます。 

 次に、県指定史跡対馬藩お船江跡についてでございますが、現在、国指定に向け、意見具申の

準備を進めているところです。来週の火曜日、１２月１８日に開催予定の第２回対馬藩お船江跡

総合保全検討委員会には、文化庁から担当調査官をお招きして、具申について指導を受けること

としております。現在の予定としては、来年度中の意見具申書提出を目標にしております。 

 指定地対岸の広場については、未指定地ながら史跡との関係性や久田地区の地域づくり計画と

の関連性から、史跡と一体となった整備を予定しております。整備の内容については、市関係各

課と協議を進めているところであります。また、先行取得が必要と思われる入り口部の用地購入

につきましては、租税特別措置法の関係で、現在、税務署と協議をしているところであります。

所有者との交渉を経て、条件が整い次第購入に向けて事務を進めたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ７番、船越洋一君。 

○議員（７番 船越 洋一君）  まず、観光客の誘致による活性化について、市長にお伺いします

が、新聞報道によりますと、韓国航路数 高は対馬釜山という新聞報道がありました。九州運輸

局が１６日に発表したところによりますと、博多、下関、対馬と韓国釜山を結ぶフェリーと高速

船の２０１８年度上半期、４月から９月までです。輸送実績を発表しました。利用者数は３港で

６８万３,１９０人で過去 高だそうです。日本人の利用客は、その中でも６万６,３０７人、韓

国人利用客は６０万５,４６０人、うち対馬釜山航路は４２万５,２３３人と出ております。 

 この上半期でこれだけの人が入ったということになりますと、これは民間がしたわけじゃなし、

九州運輸局が調査をした数字だと思うんです。上半期で４２万人入ってきているということにな

ってきますと、それから半年ありますから、この時期は４月から９月までというと気候がいいで

すから、だからたくさん入ってきたと思うんです。ところが、９月以降は海も荒れますし天候も

悪いから、少なく来るとは思うんですが、それにしても月に３万人ずつ来ても１８万人です。そ

うしますと、６０万人になりますね。そうしますと、今現在でももう目標に掲げておる５０万人
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は突破するわけです。 

 もう一つ言いますと、これも新聞報道ですが、佐賀と釜山便定期便が就航しておりますね。Ｌ

ＣＣの格安航空運賃です。ティーウェイという航空会社が佐賀釜山間を結ぶ定期便を就航すると

発表しました。１２月２３日から週４往復、所要時間は１時間、月・水・金・日です。片道が

２,５００円。１１月２３日から１２月１５日までは就航記念価格として片道が１,５００円、こ

ういうことです。 

 それから、次の日はまた新聞が出ているんですが、大分と釜山、務安を結ぶ２路線の定期便を

就航、同じ航空会社です。これも１２月２２日からともに週３往復、所要時間は大分釜山が１時

間、大分務安間が１時間５０分、火・木・土と入るんですが、これもいずれも片道２,５００円。

１１月２３日から１２月１５日までの就航記念価格としては１,５００円、片道で。こういう状

況の中で、対馬市というのは、やはり安穏としとるんじゃないかなと私思うんです。旧態依然と

した感じで、黙っとってでも来てくれるというそういう観念があるんじゃないかなと思うんです。

こういう数字を聞いて、市長はどう思われますか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  確かに今現在、これまでこの比田勝港が外国人の出入港に関しては１番、

２番が博多港、そして３番が厳原港というように聞いておりました。これが、この上半期で、こ

れ出入国で４２万５,０００人ということでございますから、片道にしますと約２１万ちょっと

の人間が既に入っているのかなというふうに思っております。 

 それと、今、船越議員のほうからもいただきましたこのＬＣＣ航空の関係で、大分務安あたり

も開設されて、就航記念価格ということになるかとは思うんですけども、１,５００円とか

２,５００円というような価格であれば、言われるように、これは安穏としておられないなとい

う気持ちでおります。何らかのやっぱり対策を今後打っていかなくちゃならないというふうに思

っております。 

○議長（小川 廣康君）  ７番、船越洋一君。 

○議員（７番 船越 洋一君）  この２,５００円、通常は２,５００円で運航するそうです。とこ

ろが就航記念で１,５００円にするらしいんです。こうなりますと、対馬に来るより大分に行っ

たほうが安いんです。往復５,０００円ですから。船の運賃と変わりませんよね。だから、そう

いうふうなことがもう始まってきているんです。こうなってきますと、安穏としとくわけにいか

んでしょ。市長も一生懸命になって対馬空港の延長、１００メーター延長ですか、延長してＬＣ

Ｃが入るぐらいの滑走路にしたいということで、国へも私たちも一緒に行きましたが、やはり長

崎県のほうにもこの前、議長・副議長で行ってきたということなんですけども、早急にこれは滑

走路の延長というのはやらないかんと思うんです。１回行ったからもういいよということじゃな
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しに、もう来んでいいよと、何回も何回も行って、もうわかったと、もう来んでいいというぐら

いにしてでも、これはどうしてもやっとかないかん事業だと私は思うんです。 

 今、こういう時代にもう入っていますから、船じゃないです、飛行機なんです。飛行機でこれ

だけ安い運賃で来られたら、これは船ではとてもじゃないです。そりゃ何百人と乗って来ますよ、

船には。しかし、それだけでは済む問題じゃないと私は思いますが。もう少しそこら辺を力を入

れてやるべきだと思いますし、もう一つは、私が前日、会派代表質問で言いましたように、国際

交流課というのはやはり立ち上げて、向こうの状況というのは的確に捉えて、対馬がどう今から

やっていくんだということは、そこの課でしっかりと把握した中で対馬の未来というのを、そう

いう外国人観光客の受け入れというのは考えていく必要があると思うんです。いかがでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  今、我々もこの対馬空港の滑走路延長については、本当に真剣に市民の

声を県そしてまた国へ上げていきたいということで、これからも一生懸命頑張ってまいりたいと

いうふうに考えているところでございます。 

 そしてまた、先ほど、会派代表質問の関連質問の中でも国際交流課を新設してはどうかという

提言を受けておりましたが、このことにつきましても、いろいろと内部でまた検討をさせていた

だきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ７番、船越洋一君。 

○議員（７番 船越 洋一君）  機構改革というのはですね、市長。市長が決断すればできるんで

す。皆さんとよく話して、今のようなこのような状況の中で、自分がかじ取りをしとるんですか

ら、どうしてそれに対応するかと先手先手を打っていくような施策をやらにゃいかんと思うんで

す。それには、片手間で、今、観光商工部の課長が月に１回か２回か行くぐらいです。あとは、

交流協会に今釜山の事務所の方が２名でやっとるんですが、これぐらいのことで本当にいいんで

すかと。本当に真剣に取り組んでいくんであれば、韓国人観光客を受け入れるというそういう気

持ちがあるんであれば、現状のままではもう干されてしまうと私は思うんです。だから、それに

対応するべくそういう課をつくって、積極的に取り組んでいっていただきたいとこのように思い

ます。よろしくお願いします。 

 それから、先ほど言いました滑走路の延長問題、これも国境離島特別委員会もありますし、そ

この中でやっぱり議員団と一緒になってどんどん行かにゃいかんと思うんです。もう来んでいい

ぞ、わかったと、わかったけんもう来んでいいぞと、ならいつつくってくれるんですかちゅうて

言うぐらいにいかんと、なかなか先に移れませんよ、これは。今までずっと何回も何回も言っと

るんですよ、ところが、現実にはなっていない。それを詰めていって、それぐらいの気迫でやっ
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ていただきたいなと。そうしないと対馬はおくれます。よろしくお願いします。 

 それから、次が発信・ＰＲで観光客受け入れ体制の整備、それからアクセスです。循環バスが

通っていますね。この問題もちょっと私も週に４便、５便ですか、行っていただいとるとは思う

んですが、循環バスが５便、特別循環バスというのが週に４回、これは５カ所ぐらいしかとまり

ませんので、早いんです。ところが、先ほど市長が言いましたように、急遽、韓国人観光客が入

ったときには、とてもじゃない、もう乗れんぐらいあるんです。交通会社に聞いてみましたら、

やはり住民の方たちを何とか、病院や何か通う人たちがおりますので、その人たちは 低限確保

しないといかんというような気持ちでやっとりますと、韓国人が満タンになったときでも二、三

席はあけて、病院に通う人は優先的に乗せるというような対応も今のところしておりますと。貨

物が多いもんですから、なかなか横に置いたりするもんですから乗れんわけです。それを、今、

後ろの座席を５席あるんですが、そこに全部積んで、それで走っておるということなんです。や

っぱりそこまでせんででも、人間が５人減るわけやから貨物をできるようなところを一つ確保で

きんのかということで相談行きましたら、今、運輸局のほうに何かそういう申請をしっかりせに

ゃいかんと、改造せにゃいかんから。だからそれを今から申請しようと思うておりますと、何と

かそこら辺ができるようなことも努力して頑張りますというような話でした。 

 やはり、そういうところも一つ一つ、韓国人に限らず対馬島民の人たちもそれを利用するわけ

ですから、そこら辺がしっかりできていくような方策を、もう少し交通会社とも話していただい

て、やはり今は循環バスというのは大体、平均、今の時期ですと十五、六人ぐらいしか乗らんそ

うです。多いときには集中するんです。上半期ですから４月から９月、そこら辺の気候がいいと

きには物すごい乗ってくる、だけど今からはだんだん少なくなる。だからトータルして考えない

かんと思うんですが、やっぱり一時期だろうと思うんです、これも。島民の方からも何とかして

くれというような苦情の電話も我々のとこにも入ってきますが、なかなかこれも今言いよったよ

うな状況がありますので、御理解をしていただかないかんのかなと思います。 

 それから、混乗の問題、これはやはり比田勝、上方面の人たちは大変喜んどるんですが、要は

不安もいっぱいなんです。この前、報告会をしまして、いろんな話がそこの中でも出ました。や

っぱり比田勝から乗船しても、帰りがないから、厳原回りで返ってこないかんという不便さもあ

るんです。そこら辺を解消するというのは、今のとこちょっと難しい面があるんですが、やはり

それの連携した循環バスが、向こうから１便で帰ってくれば昼に着きますから、循環バスで帰る

ということもできるでしょう。しかしながら２便で帰ってきたときには、もう帰るバスがないで

す。そういう不便さもありますので、そこら辺はどういうふうにすればいいのかということも配

慮が必要だろうと思うんです、上地区の人たちの。だから、やっぱり自分たちも心配やと、人間

が乗ってくれればいいが、乗ってくれんやったときにはまたこれ廃止になるんじゃないかなとそ
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ういう不安も持っておられます。だから、それはそういうことのないように、やっぱりみんなで

力を合わせてやっていかないかんのじゃないですかという話もしました。 

 それから、報告会のときの話をちょっとしますが、韓国人の方がとにかく汚すと、だからそれ

は行政のほうで少し指導はできんかというような話もありました。それから、ごみが海にずっと

流れてくると、取っても取ってもまた流れてくると。だからこれは韓国のほうに行政のほうから

言うてくれんかという話もありました。いろんな地域によってそういうふうな問題も抱えており

ます。だからやはり行政のほうも上対馬のほうの行政区がありますので、そこら辺から聞いた中

で、行政としてどうするべきかということもしっかり取り組んでいただきたいなと思います。 

 それから、２点目に行きますが、移動手段、道路網の整備については、先ほど市長も言われま

したように、県のほうにも行かれて、国県道の整備については要望してこられたということです

が、これだけバスが上から下まで来る、東沿岸通るんです、特に東が悪い。これを早急にやっぱ

り何とかしてもらわんと、バスの事故が今ないからいいんです。狭いから、もしこれがバス事故

でもあったら、これは大変なことになりますよ。それもおまけに、日本人ならではないんですが、

日本人でも外国人でも事故が起こったときには大変な問題になりますし、国際問題になる可能性

もありますので、やはりこれはどうしても早急な対応が必要だろうと思いますので、より一層の

要望活動を続けていただきたい、このように思います。 

 それから、やっぱりここの中で１つ市長にお聞きをしますが、要はこのきめ細かな対応といい

ますかサービスといいますか、おもてなしといいますか、こういうことはやはり行政の基本とな

るものは何でしょう、お答えください。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  急にきめ細かな対応ということで、私も一瞬戸惑っておりますけども、

恐らく、私といたしましては、お客様に接する対応の気持ちだろうと思います。要は、今、いろ

んなアンケートの中でも韓国の方に対して少しさげすんでいるんではないかというような、そう

いったアンケート結果も出ておりますので、決してそういうことがないように、やはり本当に気

持ちを持って対応してまいるようにしていきたいというふうに思います。 

○議長（小川 廣康君）  ７番、船越洋一君。 

○議員（７番 船越 洋一君）  私が思うのは、基本は市民だと思うんです。行政の基本であるの

は市民だと。おもてなしの基本は何でしょう、もう１つ聞きます。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  やはり、おもてなしの心というのは、やはり相手に喜んでいただくとこ

ろがおもてなしでしょうから、これについても、やはり真心と申しますか、接する態度じゃない

かなというふうに思います。 
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○議長（小川 廣康君）  ７番、船越洋一君。 

○議員（７番 船越 洋一君）  私はこのおもてなしというのは笑顔だと思うんです、笑顔。接す

るときに笑顔やったら和やかになりますよね。これはおもてなしの一つの一番 低限のことだろ

うと、私はそういうふうに思います。 

 それで、ちょっと話ずれますけども、対馬全島に１８３の区がありますね。いろいろな要望書

が上がってきとるけども、積み残しのところが私は多いんと思うんです。近年、レンタカーを借

りていろんな地域に入っていく観光客の方というのは多いと思うんです。その地域に入ったとき

に、その地域の人たちが笑顔で接するのがおもてなしだと、私はそう思うんです。ところが、行

政に言うとるけども、街灯をつけてくれと言うとるけどもつけてくれん、あるいは側溝を直して

くれと、これもできん。区長さんたちは大変です。行政のかわりに区長さんがそれを肩がわりし

てやりよるわけですから。だから、区長さんは一生懸命やっていただいとるけども、やっぱりそ

この中でそういうもんがあるんです。そうしますと、観光客が入っていってでも、そういう気持

ちが行政のほうがしっかりやってくれとるという気持ちがあれば、笑顔が出ると思うんです。

「どこから来られましたか」いう言葉もかける余裕があると思うんです。私はそれが出てくると

思うんですが、しかし、それができていないんでは、なかなかそういう気持ちもならんのじゃな

いかな。何を言うても行政は何もしてくれんよと、こういうふうなつっけんだらりとしたことに

なるんじゃないかなと思うんです。 

 もう少しそれをしっかりやってやるということは、私は必要だろうと思うんですが、財政的に

厳しいからやれんというのは一つあると思うんです。例えば、１つの区に１００万円ずつ、例え

ば維持補修費にかけるからいうことになってきますと、１億８,３００万円です。例えば一律に

やってでも１億８,３００万円。市の今、財政調整基金というのは２３億ぐらい残っとると思う

んです。 

 それから、減債基金、これも４０億ぐらいありますね、４４億８,０００万ぐらい。やはりこ

れを足しますと６３億ぐらいあるんです。６３億５,０００万ぐらいあります。これは副市長が

一番詳しいと思いますが、しかし、この決算の監査委員の報告書を見ますと、対馬市の中期財政

計画というのは３５億以上に保っときなさいということが書いてあります。今そこには６３億

５,４７１万円、減債基金と財政調整基金であります。２８億ぐらい上回っとるんです。これ、

１億８,３００万使うてもまだ余ります。やはりそれぐらいに地域の人たちにそういうことを細

かくしてやることによって、対馬市全体がよくなってくると私は思いますが、１億８,３００万

かけてそれがなるんであれば安いものじゃないかと思うんです。確かに１年じゃできません。何

年かかかりますが、しかしそれは、それぐらいのことは行政として私は考えるべきだと思うんで

す。 
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 もう１つ言いますが、２３年度の決算を見ますと、３２８億９,５３９万円で、そこの中で

６３億が自主財源、依存財源が２６５億です。いかに国に頼っとるかということが一目瞭然だと

思うんですが、それで見ますと、対馬市の市債残高というのは４３９億です、２９年度末で。

６４０億あったやつが、合併をして１４年ですよね、そうしますとその間に２００億減っている

んです、２００億。合併当初のときに返済計画というのをつくっとったと思うんです。それに基

づいて、今、返していっとると思うんですが、１４年間で２００億返しているということは、

１０億ではききませんよね。だからそれぐらいに返していく、無理して返さん、商売人というの

は借りた金は、借りたその期限内にそれだけ払うていけばいいんです。早く返さにゃいかんとい

うもんじゃないと思うんです。そういう金に早く早くすくうていかんででも、そういう金をため

といてそういう地域にやってやるんです。そういうことも必要じゃないかなと思いますが、簡潔

に市長、６分しか残っておりません。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  確かに、今、各地区から多面にわたって要望が出ております。ただ、そ

の要望の中のもうできませんとかいうことはできるだけ返さないようにしております。財源の件

で結構待ってもらうことがあるんですけど、財源の許す限り優先順位をつけながらやりますとい

うことで、もうしばらく待ってくださいというような、そういう答弁をしているということでご

ざいます。 

 それと、財源等をまだ使って、まだまだそれに充当してはどうかというようなことだというふ

うに思いますけども、できるだけそういうふうにはしていきたいと思いますが、今、国のほうで

も地方自治体のほうが財源をちょっとため込み過ぎているというようなことで、今後、交付税を

減らしていくような、どうもそういう方向づけがされているようなところもございますので、そ

ういうところと総合的にいろいろと勘案しながら、できることは地域の事業また改修のために充

当したいというふうに思っております。 

○議長（小川 廣康君）  ７番、船越洋一君。 

○議員（７番 船越 洋一君）  今、実質公債費比率も去年は９.１％でしたか、今年度は２９年

度は７.８に下がっとるんです。確かに財政状況というのは良好なほうにいっとるんです。安全

なんです。その安全ばっかりをやっとってでも私は先に進まないと思うんです。それで、市長は

一生懸命アクセルを踏んで、こうやって行こう行こうしたりするのに、サイドブレーキを引かれ

とったら先に移らんわけです。誰かサイドブレーキを引く人間がおるんじゃないですか。余り引

き過ぎると煙が出ますから、そういうことも含めて、先ほど言いましたように、対馬市の基本は

市民です。市民の方たちが、ああ対馬市におってよかったと、私たち地域も見捨ててないいうぐ

らいのことをするのが、市長、あなたの仕事なんです。それをしっかり捉えて、優先順位をつけ
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て少しずつやっていきますよ、それでは間に合いませんよ。だから１億８,０００万、ぽんと出

しなさい。区長さんたちに、きなさい、１００万円ずつつけるから、その地域をどうかしてやっ

てくれ、そのかわりあなたたちも小さいところは自分たちでもやってくれというぐらいの気持ち

をしっかりやって、アクセルを踏んでください、もう少し。 

 もう時間がありませんので、教育長が待っておりますので、済いません、もう時間がありませ

んので要望だけしときます。 

 今、お船江の件もいろいろ話聞きました。税務署とのいろいろな話もしとりますと言うが、こ

れも２年前からこれを財政面でいろいろ検討してやりますと言いますが、一向に進んでいないん

です。いつまでかかるんですか、税務署というのは。やはりそういうところは、そこの土地の人

がもういいと、しびれを切らしてもう韓国に売りますよと言われたらどうしますか。やっぱりそ

こら辺はもう少し早く出られるようなことを考えてやらんと、しびれ切らしてもう売ってしもう

た後からいやそうじゃなかったんですよ言うたってどうにもなりませんよ。そういうことも含め

た中で、今、市長が言われますように財政が厳しいと言いますが、中身を見てみるとそんなこと

ないんです。大丈夫ですよ、対馬市は。やらんだけですよ。サイドブレーキ引く人がおるからな

かなか先移らんわけ。だから、そこら辺も含めた中で、もう少しお船江全体の計画をつくってい

ただいとって、来年度ぐらいには国指定に持っていこうという話もされていましたんで、だから

文化庁のほうからも来て検討するということですから、そこら辺もしっかりしていただいて、そ

の地域が発展していくように、また文化財をそういう史跡周辺整備をしっかりとした中で、後世

に残していただきたいと思うんです。 

 もう一つは、看板とかそういうのを今年度補正予算でつくりますとか、そういう話もございま

したが、看板だけをつくったって、中身が草ぼうぼうじゃどうにもなりませんですね。そこら辺

の周辺整備もやっぱりしっかり考えた中で、文化それから観光と密着したやり方をひとつ検討し

てみてください。よろしくお願いをしときます。 

 これで終わります。済いません、ありがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  これで、船越洋一君の質問が終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小川 廣康君）  以上で、本日予定しておりました市政一般質問は終わりました。 

 本日はこれで散会とします。お疲れさまでした。 

午後１時51分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 


